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＜大地とその動き＞ 

１ 地球の形 

 (1) 地球観の変遷 

  ① 平らな大地（地球平面説） 

   ・ ピタゴラス「本当？地球は丸いのでは？」 

  ② アリストテレス「地球は確実に丸い！」 

証拠 

・ 月食のかげがいつも丸い ・ 南北で星の高度が変わる ・ 遠くの船が帆の先から見え 

 ★ 始める 

 
実際はかなり遠方に 

星がある  

   

   

   

 

 (2) 地球の大きさ測定 by エラトステネス B.C.240 

  ① 前提 → 太陽の光は平行光(∵ 太陽は十分遠方にあるため) 

 

② 比例式を立てる 

「  7.2  °で  900  km ならば 

  ３６０  °で  x  km～♪」 

↓ 

7.2 ° ： 900 km ＝ 360 ° ： ｘ km 

（計算スペース） 

 

 

 

 

∴地球一周の長さは〔  45000  〕km と推定 

 

＜例題＞ 

(1) 10: 𝑥 = 15:30 

 

A. x＝   20    

(2) 23: 230 = 6: 𝑥 

 

A. x =   60    

 

  

 
 

3 編 私たちの大地 

 (3) 実際の地球の大きさ 

  ① 半径 ＝ 6400 ｋｍ 

  ② 全周 ＝ 40000 km 

 

 (4) 回転楕円体 ＝ 実際は球形ではなく、赤道方向に膨らんでいる 

  ① ニュートンが最初に指摘、のちにフランス学士院が証明 

  ② 赤道半径 ― 極半径 ＝ 約 21ｋｍ 

  ③ 偏平率 ＝ 1/298（赤道半径より極半径は 1/298 小さい） 

 

演習 地球の偏平率を 1/300 とする。赤道半径が60cmの地球の図を書くとき、極半径は何cmにすればよいか。 

   小数第 1位まで求めよ。 

（計算スペース） 

 

60×（1 ― 1/300）＝59.8 cm 

 

Ａ.  ５９．８   cm   

↓ 偏平率 1/300 が示唆すること 

④ 地球は回転楕円体だが、ほぼ球体である。 

 

 (5) 緯度の定義 

① 地理緯度 ② 地心緯度 

  

  

  

  

  

  

 

 

 (6) 重力 ＝ 万有引力と遠心力の合力 

                   ① 遠心力 ＝ 赤道で最大、極で 0となる 
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※ 合力の作図 ＝ 平行四辺形の対角線  

―――――――――→ 


